
教職履修カルテ
(1)各科目の振返り（教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等）

A
よくでき
た

B
ある程
度できた

C
あまりで
きていな
い

１）学習指導要領における数学科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解している。

２）個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。

３）数学科の学習評価の考え方を理解している。

４）数学科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。

５）発展的な学習内容について探究し、学習指導への位置付けを考察することができる。

１）子供の認識・思考、学力等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を理解している。

２）数学科の特性に応じた情報通信技術の効果的な活用法を理解し、授業設計に活用することができる。

３）学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することができる。

４）模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。

５）数学科における実践研究の動向を知り、授業設計の向上に取り組むことができる。

１）学習指導要領における情報科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解している。

２）個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。

３）情報科の学習評価の考え方を理解している。

４）情報科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。

５）発展的な学習内容について探究し、学習指導への位置付けを考察することができる。

１）子供の認識・思考、学力等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を理解している。

２）情報科の特性に応じた情報通信技術の効果的な活用法を理解し、授業設計に活用することができる。

３）学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することができる。

４）模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。

５）情報科における実践研究の動向を知り、授業設計の向上に取り組むことができる。

１）学習指導要領における数学科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解している。

２）個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。

３）数学科の学習評価の考え方を理解している。

４）数学科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。

５）発展的な学習内容について探究し、学習指導への位置付けを考察することができる。

１）子供の認識・思考、学力等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を理解している。

２）数学科の特性に応じた情報通信技術の効果的な活用法を理解し、授業設計に活用することができる。

３）学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することができる。

４）模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。

５）数学科における実践研究の動向を知り、授業設計の向上に取り組むことができる。
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基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を
行う方法を身に付ける。

学習指導要領に示された数学科の目標や内容を理解する。

学習指導要領に示された数学科の目標や内容を理解する。

基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を
行う方法を身に付ける。

到達目標一般目標

基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を
行う方法を身に付ける。

学習指導要領に示された情報科の目標や内容を理解する。

学生自己診断
（良い点/課題）

免許法上の
区分

科目名
評
価

情報科
教育法

数学科
教育法

履
修
年
度

担
当
者

全体目標

学生評価

（１）数学科の目標及び内容

（２）数学科の指導方法と授
業設計

数学科における教育目
標、育成を目指す資質・
能力を理解し、学習指
導要領に示された数学
科の学習内容について
背景となる学問領域と
関連させて理解を深め
るとともに、様々な学習
指導理論を踏まえて具
体的な授業場面を想定
した授業設計を行う方
法を身に付ける。

情報科における教育目
標、育成を目指す資質・
能力を理解し、学習指
導要領に示された情報
科の学習内容について
背景となる学問領域と
関連させて理解を深め
るとともに、様々な学習
指導理論を踏まえて具
体的な授業場面を想定
した授業設計を行う方
法を身に付ける。

数学科における教育目
標、育成を目指す資質・
能力を理解し、学習指
導要領に示された数学
科の学習内容について
背景となる学問領域と
関連させて理解を深め
るとともに、様々な学習
指導理論を踏まえて具
体的な授業場面を想定
した授業設計を行う方
法を身に付ける。

（１）数学科の目標及び内容

（２）数学科の指導方法と授
業設計

（１）情報科の目標及び内容

（２）情報科の指導方法と授
業設計

数学科
指導法
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た
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　１）教育学の諸概念並びに教育の本質及び目標を理解している。

　２）子供・教員・家庭・学校など教育を成り立たせる要素とそれらの相互関係を理解している。

　１）家族と社会による教育の歴史を理解している。

　２）近代教育制度の成立と展開を理解している。

　３）現代社会における教育課題を歴史的な視点から理解している。

　１）家庭や子供に関わる教育の思想を理解している。

　２）学校や学習に関わる教育の思想を理解している。

　３）代表的な教育家の思想を理解している。

（１）教職の意義 　１）公教育の目的とその担い手である教員の存在意義を理解している。

　２）進路選択に向け、他の職業との比較を通して、教職の職業的特徴を理解している。

（２）教員の役割 　１）教職観の変遷を踏まえ、今日の教員に求められる役割を理解している。

　 　２）今日の教員に求められる基礎的な資質能力を理解している。

（３）教員の職務内容 　１）幼児、児童及び生徒への指導及び指導以外の校務を含めた教員の職務の全体像を理解している。

　２）教員研修の意義及び制度上の位置付け並びに専門職として適切に職務を遂行するため生涯にわたって
学び続けることの必要性を理解している。

　３）教員に課せられる服務上・身分上の義務及び身分保障を理解している。

（４）チーム学校への対応 　１）校内の教職員や多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し、チームとして組織的に諸課題に対応
することの重要性を理解している。

　１）学校を巡る近年の様々な状況の変化を理解している。

　２）子供の生活の変化を踏まえた指導上の課題を理解している。

　３）近年の教育政策の動向を理解している。

　４）諸外国の教育事情や教育改革の動向を理解している。

　１）公教育の原理及び理念を理解している。

　２）公教育制度を構成している教育関係法規を理解している。

　３）教育制度を支える教育行政の理念と仕組みを理解している。

　１）地域との連携・協働による学校教育活動の意義及び方法を理解している。

　２）地域との連携を基とする開かれた学校づくりが進められてきた経緯を理解している。

　１）学校の管理下で発生する事件、事故及び災害の実情を踏まえ、危機管理や事故対応を含む学校安全の
必要性について理解している。

　２）生活安全・交通安全・災害安全の各領域や我が国の学校をとりまく新たな安全上の課題について、安全管
理及び安全教育の両面から具体的な取組を理解している。

　１）幼児、児童及び生徒の心身の発達に対する外的及び内的要因の相互作用、発達に関する代表的理論を
踏まえ、発達の概念及び教育における発達理解の意義を理解している。

　２）乳幼児期から青年期の各時期における運動発達・言語発達・認知発達・社会性の発達について、その具
体的な内容を理解している。

　１）様々な学習の形態や概念及びその過程を説明する代表的理論の基礎を理解している。

　２）主体的学習を支える動機づけ・集団づくり・学習評価の在り方について、発達の特徴と関連付けて理解している。

　３）幼児、児童及び生徒の心身の発達を踏まえ、主体的な学習活動を支える指導の基礎となる考え方を理解している。

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

第
三
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免許法上の
区分

担
当
者

履
修
年
度

評
価

全体目標 一般目標

教育の動向を踏まえ、今日の教員に求められる役割や資質能力を理解す
る。

我が国における今日の学校教育や教職の社会的意義を理解する。

教育に関する様々な思想、それらと多様な教育の理念や実際の教育及び学
校との関わりを理解している。

教育の歴史に関する基礎的知識を身に付け、それらと多様な教育の理念と
の関わりや過去から現代に至るまでの教育及び学校の変遷を理解する。

教育の基本的概念を身に付けるとともに、教育を成り立たせる諸要因とそれ
ら相互の関係を理解する。

幼児、児童及び生徒の学習に関する基礎的知識を身に付け、発達を踏まえ
た学習を支える指導について基礎的な考え方を理解する。

幼児、児童及び生徒の心身の発達の過程及び特徴を理解する。

学校の管理下で起こる事件、事故及び災害の実情を踏まえて、学校保健安
全法に基づく、危機管理を含む学校安全の目的と具体的な取組を理解す
る。

学校と地域との連携の意義や地域との協働の仕方について、取り組み事例
を踏まえて理解する。

現代公教育制度の意義・原理・構造について、その法的・制度的仕組みに関
する基礎的知識を身に付けるとともに、そこに内在する課題を理解する。

到達目標

学生評価
学生自己診断
（良い点/課題）

社会の状況を理解し、その変化が学校教育にもたらす影響とそこから生じる
課題、並びにそれに対応するための教育政策の動向を理解する。

学校の担う役割が拡大・多様化する中で、学校が内外の専門家等と連携・分
担して対応する必要性について理解する。

教員の職務内容の全体像や教員に課せられる服務上・身分上の義務を理
解する。

（３）学校安全への対応

（２）学校と地域との連携

現代の学校教育に関す
る社会的、制度的又は
経営的事項のいずれか
について、基礎的な知
識を身に付けるととも
に、それらに関連する
課題を理解する。なお、
学校と地域との連携に
関する理解及び学校安
全への対応に関する基
礎的知識も身に付け
る。

教育
社会学

（２）教育に関する歴史

（１）教育の基本的概念

教職入門

（１-１）教育に関する社会的
事項

科目名

教育
心理学

教育の基本的概念は何
か、また、教育の理念
にはどのようなものが
あり、教育の歴史や思
想において、それらがど
のように現れてきたか
について学ぶとともに、
これまでの教育及び学
校の営みがどのように
捉えられ、変遷してきた
のかを理解する。

（２）幼児、児童及び生徒の
学習の過程

（１）幼児、児童及び生徒の
心身の発達の過程

幼児、児童及び生徒の
心身の発達及び学習の
過程について、基礎的
な知識を身につけ、各
発達段階における心理
的特性を踏まえた学習
活動を支える指導の基
礎となる考え方を理解
する。

現代社会における教職
の重要性の高まりを背
景に、教職の意義、教
員の役割・資質能力・職
務内容等について身に
付け、教職への意欲を
高め、さらに適性を判断
し、進路選択に資する
教職の在り方を理解す
る。

教育学
概論

（１-２）教育に関する制度的
事項

（３）教育に関する思想
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　１）インクルーシブ教育システムを含めた特別支援教育に関する制度の理念や仕組みを理解している。

　２）発達障害や軽度知的障害をはじめとする特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の心身の発達、心
理的特性及び学習の過程を理解している。

　３）視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱等を含む様々な障害のある幼児、児童及び生徒の学習
上又は生活上の困難について基礎的な知識を身に付けている。

　１）発達障害や軽度知的障害をはじめとする特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する支援の方
法について例示することができる。

　２）「通級による指導」及び「自立活動」の教育課程上の位置付けと内容を理解している。

　３）特別支援教育に関する教育課程の枠組みを踏まえ、個別の指導計画及び個別の教育支援計画を作成す
る意義と方法を理解している。

　４）特別支援教育コーディネーター、関係機関・家庭と連携しながら支援体制を構築することの必要性を理解している。

（３）障害はないが特別の教育的
ニーズのある幼児、児童及び生
徒の把握や支援

　１）母国語や貧困の問題等により特別の教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困
難や組織的な対応の必要性を理解している。

　１）学習指導要領の性格及び位置付け並びに教育課程編成の目的を理解している。

　２）学習指導要領の改訂の変遷及び主な改訂内容並びにその社会的背景を理解している。

　３）教育課程が社会において果たしている役割や機能を理解している。

　１）教育課程編成の基本原理を理解している。

　２）教科・領域を横断して教育内容を選択・配列する方法を例示することができる。

　３）単元・学期・学年をまたいだ長期的な視野から、また幼児、児童及び生徒や学校・地域の実態を踏まえて
教育課程や指導計画を検討することの重要性を理解している。

　１）学習指導要領に規定するカリキュラム・マネジメントの意義や重要性を理解している。

　２）カリキュラム評価の基礎的な考え方を理解している。

　１）道徳の本質（道徳とは何か）を説明できる。

　２）道徳教育の歴史や現代社会における道徳教育の課題（いじめ・情報モラル等）を理解している。

　３）子供の心の成長と道徳性の発達について理解している。

　４）学習指導要領に示された道徳教育及び道徳科の目標及び主な内容を理解している。

　１）学校における道徳教育の指導計画や教育活動全体を通じた指導の必要性を理解している。

　２）道徳科の特質を生かした多様な指導方法の特徴を理解している。

　３）道徳科における教材の特徴を踏まえて、授業設計に活用することができる。

　４）授業のねらいや指導過程を明確にして、道徳科の学習指導案を作成することができる。

　５）道徳科の特性を踏まえた学習評価の在り方を理解している。

　６）模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。

　１）総合的な学習の時間の意義と教育課程において果たす役割について、教科を越えて必要となる資質・能
力の育成の視点から理解している。

　２）学習指導要領における総合的な学習の時間の目標並びに各学校において目標及び内容を定める際の考
え方や留意点を理解している。

　１）各教科等との関連性を図りながら総合的な学習の時間の年間指導計画を作成することの重要性と、その
具体的な事例を理解している。

　２）主体的・対話的で深い学びを実現するような、総合的な学習の時間の単元計画を作成することの重要性と
その具体的な事例を理解している。

　１）探究的な学習の過程及びそれを実現するための具体的な手立てを理解している。

　２）総合的な学習の時間における児童及び生徒の学習状況に関する評価の方法及びその留意点を理解して
いる。

　１）学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解している。

　２）教育課程における特別活動の位置付けと各教科等との関連を理解している。

　３）学級活動・ホームルーム活動の特質を理解している。

　４）児童会・生徒会活動、クラブ活動、学校行事の特質を理解している。

　１）教育課程全体で取り組む特別活動の指導の在り方を理解している。

　２）特別活動における取組の評価・改善活動の重要性を理解している。

　３）合意形成に向けた話合い活動、意思決定につながる指導及び集団活動の意義や指導の在り方を例示す
ることができる。

　４）特別活動における家庭・地域住民や関係機関との連携の在り方を理解している。

到達目標

第
四
欄

道
徳

、
総
合
的
な
学
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の
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間
等
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指
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法
及
び
生
徒
指
導

、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳教育は、教育基本法
及び学校教育法に定めら
れた教育の根本精神を踏
まえ、自己の生き方や人
間としての生き方を考え、
主体的な判断の下に行動
し、自立した人間として他
者と共によりよく生きるた
めの基盤となる道徳性を
育成する教育活動であ
る。
道徳の意義や原理等を踏
まえ、学校の教育活動全
体を通じて行う道徳教育
及びその要となる道徳科
の目標や内容、指導計画
等を理解するとともに、教
材研究や学習指導案の作
成、模擬授業等を通して、
実践的な指導力を身に付
ける。

道徳理論と指
導法

（２）道徳の指導法

総合的な学習
の時間の指導
法

（１）特別活動の意義、目標
及び内容

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

第
三
欄

免許法上の
区分

科目名
担
当
者

特別
活動論

（１）道徳の理論

（３）総合的な学習の時間の
指導と評価

（２）総合的な学習の時間の
指導計画の作成

（１）総合的な学習の時間の
意義と原理

総合的な学習の時間は、探究
的な見方・考え方を働かせ、
横断的・総合的な学習を行う
ことを通して、よりよく課題を解
決し、自己の生き方を考えて
いくための資質・能力の育成
を目指す。
各教科等で育まれる見方・考
え方を総合的に活用して、広
範な事象を多様な角度から俯
瞰して捉え、実社会・実生活
の課題を探究する学びを実現
するために、指導計画の作成
および具体的な指導の仕方、
並びに学習活動の評価に関
する知識・技能を身に付ける。

特別活動の指導の在り方を理解する。

特別活動の意義、目標及び内容を理解する。

総合的な学習の時間の指導と評価の考え方および実践上の留意点を理解
する。

総合的な学習の時間の指導計画作成の考え方を理解し、その実現のために
必要な基礎的な能力を身に付ける。

学校教育において教育課程が有する役割・機能・意義を理解する。

障害はないが特別の教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上
の困難とその対応を理解する。

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する教育課程や支援の方
法を理解する。

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の障害の特性及び心身の発
達を理解する。

一般目標

（２）特別活動の指導法

学生自己診断
（良い点/課題）

学生評価

教科・領域・学年をまたいでカリキュラムを把握し、学校教育課程全体をマネ
ジメントすることの意義を理解する。

教育課程編成の基本原理及び学校の教育実践に即した教育課程編成の方
法を理解する。

総合的な学習の時間の意義や、各学校において目標及び内容を定める際
の考え方を理解する。

学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育及びその要となる道徳科におけ
る指導計画や指導方法を理解する。

道徳の意義や原理等を踏まえ、学校における道徳教育の目標や内容を理解
する。

通常の学級にも在籍して
いる発達障害や軽度知的
障害をはじめとする様々な
障害等により特別の支援
を必要とする幼児、児童及
び生徒が授業において学
習活動に参加している実
感・達成感をもちながら学
び、生きる力を身に付けて
いくことができるよう、幼
児、児童及び生徒の学習
上又は生活上の困難を理
解し、個別の教育的ニー
ズに対して、他の教員や
関係機関と連携しながら
組織的に対応していくため
に必要な知識や支援方法
を理解する。

履
修
年
度

特別活動は、学校における様々な
構成の集団での活動を通して、課
題の発見や解決を行い、よりよい
集団や学校生活を目指して様々に
行われる活動の総体である。
学校教育全体における特別活動
の意義を理解し、「人間関係形
成」・「社会参画」・「自己実現」の
三つの視点や「チームとしての学
校」の視点を持つとともに、学年の
違いによる活動の変化、各教科等
との往還的な関連、地域住民や他
校の教職員と連携した組織的な対
応等の特別活動の特質を踏まえ
た指導に必要な知識や素養を身
に付ける。

特別支援教育

（２）特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒の教育
課程及び支援の方法

（１）特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒の理解

教育
課程論

学習指導要領を基準と
して各学校において編
成される教育課程につ
いて、その意義や編成
の方法を理解するととも
に、各学校の実情に合
わせてカリキュラム・マ
ネジメントを行うことの
意義を理解する。

（３）カリキュラム・マネジメン
ト

（２）教育課程の編成の方法

（１）教育課程の意義

評
価

全体目標
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A
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　１）教育方法の基礎的理論と実践を理解している。

　２）これからの社会を担う子供たちに求められる資質・能力を育成するための教育方法の在り方（主体的・対
話的で深い学びの実現など）を理解している。

　３）学級・児童及び生徒・教員・教室・教材など授業を構成する基礎的な要件を理解している。

　４）学習評価の基礎的な考え方を理解している。

　１）話法・板書など、授業を行う上での基礎的な技術を身に付けている。

　２）基礎的な学習指導理論を踏まえて、目標・内容、教材・教具、授業展開、学習形態、評価規準等の視点を
含めた学習指導案を作成することができる。

　１）社会的背景の変化や急速な技術の発展も踏まえ、個別最適な学びと協働的な学びの実現や、主体的・対
話的で深い学びの実現に向けた授業改善の必要性など、情報通信技術の活用の意義と在り方を理解してい
る。

　２）特別の支援を必要とする児童及び生徒に対する情報通信技術の活用の意義と活用に当たっての留意点
を理解している。

　３）ICT支援員などの外部人材や大学等の外部機関との連携の在り方、学校におけるICT環境の整備の在り方を理解している。

　１）育成を目指す資質・能力や学習場面に応じた情報通信技術を効果的に活用した指導事例（デジタル教材
の作成・利用を含む。）を理解し、基礎的な指導法を身に付けている。
　２）学習履歴（スタディ・ログ）など教育データを活用して指導や学習評価に活用することや教育情報セキュリ
ティの重要性について理解している。

　３）遠隔・オンライン教育の意義や関連するシステムの使用法を理解している。

　４）統合型校務支援システムを含む情報通信技術を効果的に活用した校務の推進について理解している。

　１）各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間（以下「各教科等」という。）において、横断的に育成する情
報活用能力（情報モラルを含む。）について、その内容を理解している。

　２）情報活用能力（情報モラルを含む。）について、各教科等の特性に応じた指導事例を理解し、基礎的な指
導法を身に付けている。

　１）教育課程における生徒指導の位置付けを理解している。

　２）各教科・道徳教育・総合的な学習の時間・特別活動における生徒指導の意義や重要性を理解している。

　３）集団指導・個別指導の方法原理を理解している。

　４）生徒指導体制と教育相談体制それぞれの基礎的な考え方と違いを理解している。

　１）学級担任、教科担任その他の校務分掌上の立場や役割並びに学校の指導方針及び年間指導計画に基
づいた組織的な取組の重要性を理解している。

　２）基礎的な生活習慣の確立や規範意識の醸成等の日々の生徒指導の在り方を理解している。

　３）児童及び生徒の自己の存在感が育まれるような場や機会の設定の在り方を例示することができる。

　１）校則・懲戒・体罰等の生徒指導に関する主な法令の内容を理解している。※高等学校教諭においては停学及び退学を含む。

　２）暴力行為・いじめ・不登校等の生徒指導上の課題の定義及び対応の視点を理解している。

　３）インターネットや性に関する課題、児童虐待への対応等の今日的な生徒指導上の課題や、専門家や関係
機関との連携の在り方を例示することができる。

　１）教育課程における進路指導・キャリア教育の位置付けを理解している。

　２）学校の教育活動全体を通じたキャリア教育の視点と指導の在り方を例示することができる。

　３）進路指導・キャリア教育における組織的な指導体制及び家庭や関係機関との連携の在り方を理解している。

　１）職業に関する体験活動を核とし、キャリア教育の視点を持ったカリキュラム・マネジメントの意義を理解している。

　２）主に全体指導を行うガイダンスの機能を生かした進路指導・キャリア教育の意義や留意点を理解している。

　１）生涯を通じたキャリア形成の視点に立った自己評価の意義を理解し、ポートフォリオの活用の在り方を例示することができる。

　２）キャリア・カウンセリングの基礎的な考え方と実践方法を説明することができる。

　１）学校における教育相談の意義と課題を理解している。

　２）教育相談に関わる心理学の基礎的な理論・概念を理解している。

　１）幼児、児童及び生徒の不適応や問題行動の意味並びに幼児、児童及び生徒の発するシグナルに気づき
把握する方法を理解している。

　２）学校教育におけるカウンセリングマインドの必要性を理解している。

　３）受容・傾聴・共感的理解等のカウンセリングの基礎的な姿勢や技法を理解している。

　１）職種や校務分掌に応じて、幼児、児童及び生徒並びに保護者に対する教育相談を行う際の目標の立て方
や進め方を例示することができる。

　２）いじめ、不登校・不登園、虐待、非行等の課題に対する、幼児、児童及び生徒の発達段階や発達課題に応
じた教育相談の進め方を理解している。

　３）教育相談の計画の作成や必要な校内体制の整備など、組織的な取組みの必要性を理解している。

　４）地域の医療・福祉・心理等の専門機関との連携の意義や必要性を理解している。

児童及び生徒の抱える主な生徒指導上の課題の様態と、養護教諭等の教
職員、外部の専門家、関係機関等との校内外の連携も含めた対応の在り方
を理解する。

（２）教育相談の方法

（１）教育相談の意義と理論

（３）教育相談の展開

教育相談

情報通信技術の活用の意義と理論を理解する。

担
当
者

履
修
年
度

評
価

全体目標 一般目標 到達目標

道
徳

、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導

、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

第
四
欄

免許法上の
区分

すべての児童及び生徒を対象とした学級・学年・学校における生徒指導の進
め方を理解する。

生徒指導の意義や原理を理解する。

教育の目的に適した指導技術を理解し、身に付ける。（２）教育の技術

（２）児童及び生徒全体への
指導

生徒・進路
指導論

科目名

教育相談の具体的な進め方やそのポイント、組織的な取組みや連携の必要
性を理解する。

教育相談を進める際に必要な基礎的知識（カウンセリングに関する基礎的事
柄を含む）を理解する。

学校における教育相談の意義と理論を理解する。

児童及び生徒が抱える個別の進路指導・キャリア教育上の課題に向き合う
指導の考え方と在り方を理解する。

全ての児童及び生徒を対象とした進路指導・キャリア教育の考え方と指導の
在り方を理解する。

進路指導・キャリア教育の意義や原理を理解する。

これからの社会を担う子供たちに求められる資質・能力を育成するために必
要な教育の方法を理解する。

（１）教育の方法論

教育相談は、幼児、児童
及び生徒が自己理解を深
めたり好ましい人間関係を
築いたりしながら、集団の
中で適応的に生活する力
を育み、個性の伸長や人
格の成長を支援する教育
活動である。
幼児、児童及び生徒の発
達の状況に即しつつ、
個々の心理的特質や教育
的課題を適切に捉え、支
援するために必要な基礎
的知識（カウンセリングの
意義、理論や技法に関す
る基礎的知識を含む）を身
に付ける。

（１）生徒指導の意義と原理

（３）カウンセリングとしての指
導

（２）ガイダンスとしての指導

（１）進路指導・キャリア教育
の意義及び理論

（３）個別の課題を抱える
個々の児童及び生徒への指
導

学生評価
学生自己診断
（良い点/課題）

生徒指導は、一人一人
の児童及び生徒の人格
を尊重し、個性の伸長
を図りながら、社会的資
質や行動力を高めるこ
とを目指して教育活動
全体を通じ行われる、
学習指導と並ぶ重要な
教育活動である。他の
教職員や関係機関と連
携しながら組織的に生
徒指導を進めていくた
めに必要な知識・技能
や素養を身に付ける。

教育の方法及び技術で
は、これからの社会を
担う子供たちに求めら
れる資質・能力を育成
するために必要な、教
育の方法及び教育の技
術に関する基礎的な知
識・技能を身に付ける。

進路指導は、児童及び生徒が自ら、将
来の進路を選択・計画し、その後の生活
によりよく適応し、能力を伸長するよう
に、教員が組織的・継続的に指導・援助
する過程であり、長期的展望に立った人
間形成を目指す教育活動である。それ
を包含するキャリア教育は、学校で学ぶ
ことと社会との接続を意識し、一人一人
の社会的・職業的自立に向けて必要な
基盤となる資質・能力を育むことを目的
としている。
進路指導・キャリア教育の視点に立った
授業改善や体験活動、評価改善の推進
やガイダンスとカウンセリングの充実、そ
れに向けた学校内外の組織的体制に必
要な知識や素養を身に付ける。

（２）情報通信技術を効果的
に活用した学習指導や校務
の推進

情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方につい
て理解する。

（３）児童及び生徒に情報活
用能力（情報モラルを含む。）
を育成するための指導法

児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための基礎
的な指導法を身に付ける。

教育の方法と
技術(情報通

信技術の活用
含む）

情報通信技術を活用し
た教育の理論及び方法
では、情報通信技術を
効果的に活用した
学習指導や校務の推進
の在り方並びに児童及
び生徒に情報活用能力
（情報モラルを含
む。）を育成するための
指導法に関する基礎的
な知識・技能を身に付
ける。

（１）情報通信技術の活用の
意義と理論
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　１）教育実習生として遵守すべき義務等について理解するとともに、その責任を自覚したうえで意欲的に教育
実習に参加することができる。

　２）教育実習を通して得られた知識と経験をふりかえり，教員免許取得までにさらに習得することが必要な知
識や技能等を理解している。

　１）幼児、児童又は生徒との関わりを通して、その実態や課題を把握することができる。

　２）指導教員等の実施する授業を視点を持って観察し、事実に即して記録することができる。

　３）教育実習校の学校経営方針及び特色ある教育活動並びにそれらを実施するための組織体制について理
解している。

　４）学級担任や教科担任等の補助的な役割を担うことができる。

　１）学習指導要領及び児童又は生徒の実態等を踏まえた適切な学習指導案を作成し、授業を実践することができる。

　２）学習指導に必要な基礎的技術（話法・板書・学習形態・授業展開・環境構成など）を実地に即して身に付け
るとともに、適切な場面で情報機器を活用することができる。

　３）学級担任の役割と職務内容を実地に即して理解している。

　４）教科指導以外の様々な活動の場面で適切に児童又は生徒と関わることができる。

(2)介護等体験に関する振返り

(3)大学での学びの振返りとポートフォリオ

免許法上の
区分

科目名
担
当
者

履
修
年
度

評
価

全体目標 一般目標 到達目標

大学で学んだ教科や教職に関する専門的な知識・理論・技術等を、各教科
や教科外活動の指導場面で実践するための基礎を修得する。

幼児、児童および生徒や学習環境等に対して適切な観察を行うとともに、学
校実務に対する補助的な役割を担うことを通して、教育実習校（園）の幼児、
児童又は生徒の実態と、これを踏まえた学校経営及び教育活動の特色を理
解する。

事前指導では教育実習生として学校の教育活動に参画する意識を高め、事
後指導では教育実習を経て得られた成果と課題等を省察するとともに、教員
免許取得までに習得すべき知識や技能等について理解する。これらを通して
教育実習の意義を理解する。

教職課程の学生の「学びの質保証」（履歴、業績、活動のエビデンスの収集）の一環として、また大学での学びの振り返り（省察）を、より立体的で実のあるものにするため、下記の設問項目について、記載すること。
（将来、教員になる上で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、必要に応じて不足している知識や技能等を補いその定着を図っていくための支援ツールとして有効に活用してください。）

学生自己診断

（１）自分自身の資質・能力
を認識する設問
（教職課程履修開始時）

（４）教職課程での学びを
振り返って　教職実践演習
最終レポート

⑤教職課程で学びたいこと、挑戦したい
こと

①学外での教育関連ボランティア

②教育に関する読書経験、その他の体
験
③教育に関わる活動（部活・クラブ指
導、ボランティアなど）

①教員としての使命感の変化

②教職に対するイメージの変化

③生徒理解、学習指導観の変化

教職課程での学びを振り返って

学生自己評価項目

学生自己評価項目

(3)高齢者や障害者へのイメージの変化

(2)教職に対するイメージの変化

(1)教員としての使命感の変化

学生自己診断
※介護等体験終了後、以下の項目について、それぞれどのような変化があったか、記載すること。

（３）教育実習に関する設
問
（教育実習終了後、記入）

（２）多角的学び（活動、学
外学習、経歴）に関する設
問
（教職課程履修開始後、随
時、記入）

①私のよいところ、得意なこと

②私の苦手なこと、克服したいこと

③教職課程を志望した動機

④教職に対する今のイメージ

学生評価
学生自己診断
（良い点/課題）

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

第
五
欄

（３）学習指導及び学級経営
に関する事項

教育実習
セミナー

教育実習Ⅰ
教育実習Ⅱ

教育実習は、観察・参
加・実習という方法で教
育実践に関わることを
通して、教育者としての
愛情と使命感を深め、
将来教員になるうえで
の能力や適性を考える
とともに課題を自覚する
機会である。
一定の実践的指導力を
有する指導教員のもと
で体験を積み、学校教
育の実際を体験的・総
合的に理解し、教育実
践ならびに教育実践研
究の基礎的な能力と態
度を身に付ける。

（１）事前指導・事後指導に関
する事項

（２）観察及び参加並びに教
育実習校の理解に関する事
項
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教職履修カルテ
(4)東京電機大学が養成する教員に求められる事項

A
とてもよく
身についた

B
身についた

C
まだ不足し
ている

⑥－2　科学技術を支える高い倫理観を持ち、学び続けることができ
る

具体的項目教員として求められる事項

学生評価

①－1　教育の思想・歴史的理解

①－2　学校教育の制度的、法的理解

①－3　学校の役割と機能

①－4　教育の現状・時事的課題

①－5　教育課程の意義と編成方法の理解

②－1　教師の使命と役割

②－2　教師の職務内容の理解

②－3　受容・共感的態度の育成

②－4　障害のある生徒への理解と配慮

②－5　教育実践に関する責任感・判断力

③－1　家庭・地域社会との連携に関する理解

③－2　教師として必要な資質（公平さと寛容）

③－3　自己理解と他者理解

③－4　社会人として必要な資質・能力

③－5　子どもの発達に応じたコミュニケ－ション

③－6　生徒の個性・適性を生かした指導法

④－1　生徒の心理・発達の理解

④－2　学習の仕組みと動機付け

④－3　学校教育における教育相談の位置づけ

本学の養成する教員像に対する到達度を把握するため、以下について記入すること。

【東京電機大学が養成する教員像】
 本学は、建学の精神である「実学尊重」と、教育・研究理念である「技術は人なり」を掲げ、技術を通して社会に貢献できる人材の育成を使命としています。この精神のもとに東京電機大学では、教師として必要な資質である、①学校教育に対する多角的理解、②教育に対する使命
感や責任感、教育的愛情、③社会性や対人関係形成能力、④生徒理解や学級経営力、⑤教科内容等の高度な指導力 を備えた教師を養成します。
　また、⑥東京電機大学卒業の教師として、科学技術の実学的価値や面白さを教えることのできる教師、科学技術を支える高い倫理観を持った「学び続ける教師」を養成します。

⑥東京電機大学卒業の教
師として

⑤教科内容等の高度な指
導力

④生徒理解や学級経営力
 

③社会性や対人関係形成
能力

②教育に対する使命感や
責任感、教育的愛情 

①学校教育に対する多角
的理解

④－4　教育相談の実際と支援方法

④－5　教育現場における諸問題と心理学的活用

④－6　望ましい集団作り・学級経営の理解

⑤－1　学習指導要領の理解

⑤－2　教科の目標・方法

⑥－1　科学技術の実学的価値や面白さを教えることができる

⑤－3　教科の内容・教材

⑤－4　年間・本日（学習指導案）作成の能力

⑤－5　教育方法に関する様々な知識の獲得

⑤－6　様々な学習形態と評価方法の理解
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